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歴史的資源を活用した観光まちづくり

伊賀上野城下町ホテル事業について

伊賀街道 広部邸

人権生活環境部
空き家対策室
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伊賀市景観審議会
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空き家が増える理由

・人口減少少子高齢化

・新築物件の供給が世帯数増を上回る

・空き家が解体されない

・中古住宅が流通しない
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伊賀市の人口と高齢者数
伊賀市の人口減少の推位 老年人口のうち７５歳以上の人口の推移

世帯類型の変化

１0年後、人口が７万人台の可能性･･･

１0年後、７５歳以上人口のピーク･･･

2030年を境に空き家化が加速
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• 総空き家数 2,495戸（7.6％）
利活用可能空き家 1326戸

改善することで利活用可能空き家 744戸

老朽危険空き家など 425戸

伊賀市の空き家の状況
（計画策定時点）％）

宅地/可住地面積 約1.4k㎡
空き家密度 220棟/ 1k㎡辺り

＜中心市街地＞

宅地面積 26.81k㎡
可住地面積 209.91k㎡
空き家密度 66棟/1k㎡あたり
可住地面積 8.4棟/1k㎡あたり

＜中心市街地以外＞

中心市街地の空き家の増加が深刻
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古民家等活用指針策定（R1年6月）

机上の空論に終わらせないため
モデル地域を選定

「伊賀上野城下町地区」

・城下町の街並み
・歴史文化的価値が高い古民家
・上野城を始めとした観光施設が集積
・既存飲食店、商店等との連携
・忍者コンテンツなど

これらの強みを生かした
観光アプローチでの古民家活用
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歴史的価値のある古民家をホテルや
レストランに改修
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改修のコンセプト

古民家の改修は、その文化的価値を出来るだけ保存する
ことを基本とする。

•ミニマムインターベーション（改変は最小限にしてオリジナル
を大切にする）

•可逆性（改変する場合にも容易に復元できるよう配慮する）

•区別性（改変部を明確にする）
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旧福森邸(4客室）

広部邸(3客室）

栄楽館(客室３室
+レストラン）

Ｃ邸(陶芸体験工房）

Ｄ邸(レストラン）

Ｅ邸(客室）

Ｆ邸(客室）
Ｇ邸(客室）

Ｍ邸(レンタルオフィス）

Ｉ邸(客室）

Ｈ邸(忍者体験道場）

Ｊ邸(組紐体験工房）

Ｋ邸(貸テナント）

Ｌ邸(貸テナント）

将来イメージ

※印の位置、内容はイメージです。今後の検討により進めていきます。
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事業スキーム



購買力の高い層をターゲットに
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スケジュール（予定）
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おわり
ありがとうございました


